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企
　
業
　
局

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
の
職
務
を
代
理
す
る
者
を
定
め
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者

小
　
　
林
　
　
勝
　
　
己

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
の
職
務
を
代
理
す
る
者
を
定
め
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
程
は
、
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
営
企
業
管
理
者
の
職
務
を
代
理
す
る
上
席
の
職
員
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。

（
上
席
の
職
員
）

第
二
条
　
前
条
に
定
め
る
上
席
の
職
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
順
位
　
企
業
局
長

第
二
順
位
　
企
業
局
企
業
理
事

第
三
順
位
　
企
業
局
次
長

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号

企
業
局
本
庁
に
企
業
理
事
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
規
程
の
整
備
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者

小
　
　
林
　
　
勝
　
　
己

企
業
局
本
庁
に
企
業
理
事
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
規
程
の
整
備
に
関
す
る
規
程

（
山
梨
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
研
修
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
研
修
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
年
山
梨
県
企
業
局
管

理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

２

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
第

二
項
、
同
条
第
三
項
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
局
長
」

と
あ
る
の
は
、「
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
企
業
局
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
四
十
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

２

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
第

一
項
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
第
二
項
、
第
一
号
様
式
、
第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
、
第
六
条
、
第
七
条
及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定
中

「
局
長
」
と
あ
る
の
は
、「
企
業
理
事
」
と
、
第
一
号
様
式
、
第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
中

「
山
梨
県
企
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
、「
山
梨
県
企
業
局
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
す
る
。

附
則
第
二
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
経
過
措
置
）」
を
付
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

４

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
六
条
、

第
八
十
九
条
、
第
百
六
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
、
第
百
七
条
、
第
百
七
条
の
二
、
第
百
八
条
、

第
百
十
条
、
第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
二
項
、
第
百
十
五
条
の
三
、
第
百
十
六
条
、
第

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

定
価（
消
費
税
込
）一
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年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
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一
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三
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号
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百
二
十
条
、
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
二
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
、
第
百
二
十
三
条
、
第
二

十
八
号
様
式
、第
二
十
八
号
様
式
の
二
及
び
第
三
十
七
号
様
式
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
局
長
」
と
あ
る
の
は
、「
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
山
梨
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
管
理
職
手
当
の
支
給
額
）

第
五
条
の
二
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
企
業
職
員
の
う
ち
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第

二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
企
業
職
員
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
再
任
用
企
業
職
員
」
と
い
う
。）
以
外
の
企
業
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
の
額

は
、
当
該
企
業
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
に
係
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
区
分

（
以
下
「
当
該
職
の
区
分
」
と
い
う
。）
に
応
じ
、
別
表
第
三
の
二
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る

額
（
育
児
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
等
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
企
業
職
員
の

区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。）
と
す
る
。

一

山
梨
県
企
業
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
年

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
五
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
規
程
」
と
い
う
。）
第
二
条
の
規
定
に

よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
。
次
項
に
お
い
て
「
県
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い

う
。）
第
二
条
第
二
項
の
適
用
を
受
け
る
企
業
職
員
　
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の

者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

二

勤
務
時
間
規
程
第
三
条
に
規
定
す
る
発
電
総
合
制
御
所
等
に
勤
務
す
る
企
業
職
員
●
任
命
権

者
が
定
め
る
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
勤
務
時
間
規
程
別
表
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得

た
数

２

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
企
業
職
員
の
う
ち
再
任
用
企
業
職
員
に
支
給
す
る
管
理

職
手
当
の
額
は
、
当
該
企
業
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
第
三

の
三
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
（
育
児
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
数
を
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額

に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
企
業
職
員
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得

た
額
と
し
、そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。）

と
す
る
。

一

勤
務
時
間
規
程
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
県
職
員
勤
務
時
間
条

例
第
二
条
第
二
項
の
適
用
を
受
け
る
企
業
職
員
　
同
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

二

勤
務
時
間
規
程
第
三
条
に
規
定
す
る
発
電
総
合
制
御
所
等
に
勤
務
す
る
企
業
職
員
●
任
命
権

者
が
定
め
る
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
勤
務
時
間
規
程
別
表
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得

た
数

３

前
二
項
に
規
定
す
る
「
育
児
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
等
」
と
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業

法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
読
替
え
後
の
地

方
公
務
員
育
休
法
」
と
い
う
。）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を
受
け

て
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
企
業
職
員
（
読
替
え
後
の
地
方
公
務
員
育
休
法
第
十
七
条

の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
と
な
つ
た
企
業
職
員
を
含
む
。）
を
い
う
。

４

第
二
項
に
規
定
す
る
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
企
業
職
員
」
と
は
、
再
任
用
企
業
職
員
で
地
方
公

務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
を
い
う
。

「
企
業
理
事

別
表
第
三
の
二
局
本
庁
の
項
中
「
企
画
調
整
主
幹
」
を
●
●
●
●
●
●
●
●
に
、
石
和
温
泉
管
理

企
画
調
整
主
幹
」

事
務
所
の
項
中
「
六
種
（
管
理
者
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）」
を
「
五
種
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
二
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
三
の
三
（
第
五
条
の
二
関
係
）

職
務
の
級
　
　
　
　
　
　
　
　
支
給
区
分
　
　
　
　
　
　
　
管
理
職
手
当
額

９
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
２，

９
０
０

円

８
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
９，

８
０
０

円

二
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
１，

８
０
０
円

三
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
９，

８
０
０
円

７
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
９，

３
０
０
円

五
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
２，

０
０
０
円

６
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
４，

６
０
０
円

六
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８，

２
０
０
円

七
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１，

７
０
０
円

八
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５，

３
０
０
円

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二

職
務
の
級

支
給
区
分

管
理
職
手
当
額

９
級

一
種

１
１
２
，
９
０
０
円

８
級

一
種

９
９
，
８
０
０
円

二
種

９
１
，
８
０
０
円

三
種

７
９
，
８
０
０
円

７
級

四
種

６
９
，
３
０
０
円

五
種

６
２
，
０
０
０
円

６
級

五
種

５
４
，
６
０
０
円

六
種

４
８
，
２
０
０
円

七
種

４
１
，
７
０
０
円

八
種

３
５
，
３
０
０
円

別
表
第
三
の
三
（
第
五
条
の
二
関
係
）



（
山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
山
梨
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
必
要
に
応
じ
」
の
下
に
「
企
業
理
事
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
局

長
」
の
下
に
「
、
企
業
理
事
」
を
加
え
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
山
梨
県
企
業
局
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
六
号
中
「
局
長
」
の
下
に
「
、
企
業
理
事
」
を
加
え
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

３

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
、

第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
局
長
」
と
あ
る
の
は
、

「
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
宿
舎
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
山
梨
県
企
業
局
宿
舎
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
す
る
。

附
則
第
二
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
山
梨
県
企
業
局
職
員
公
舎
貸
与
規
程
等
の
廃
止
）」
を
付
す
る
。

附
則
第
三
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
経
過
措
置
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

４

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
第

一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
、
第
六
条
、
第
八
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第

二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
局
長
」
と
あ
る
の
は
、

「
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
庁
舎
等
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
山
梨
県
企
業
局
庁
舎
等
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

２

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
局
長
」
と
あ
る
の
は
、「
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
局
議
規
程
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
山
梨
県
企
業
局
局
議
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
局
長
」
の
下
に
「
、
企
業
理
事
」
を
加
え
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
職
員
の
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
山
梨
県
企
業
局
職
員
の
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「（
若
し
く
は
次
長
）
の
」
を
「
又
は
管
理
者
が
指
定
す
る
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
固
定
資
産
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
山
梨
県
企
業
局
固
定
資
産
事
務
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

４

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
第

一
項
、
第
五
条
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
局
長
」

と
あ
る
の
は
、「
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
契
約
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
　
山
梨
県
企
業
局
契
約
事
務
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

２

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
第

一
項
、
同
条
第
二
項
、
第
六
条
、
第
七
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
局
長
」
と
あ
る
の
は
、「
企
業
理
事
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
企
業
局
職
員
職
務
発
明
等
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
　
山
梨
県
企
業
局
職
員
職
務
発
明
等
取
扱
規
程
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
三
年
度
の
特
例
措
置
）

４

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
八
条

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
企
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
、「
企
業
理
事
」
と

す
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

三



山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号

山
梨
県
企
業
局
庁
舎
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
小
　
　
林
　
　
勝
　
　
己

山
梨
県
企
業
局
庁
舎
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
企
業
局
庁
舎
等
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一

項
」
に
改
め
、「
第
二
号
様
式
）」
の
下
に
「
及
び
行
商
等
許
可
証
（
第
三
号
様
式
）」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及

び
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）
が
提
出
す
る
前
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
法
人
の
役
員
、
代

表
者
又
は
管
理
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
号
様
式
」
を
「
第
四
号
様
式
」
に
、「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
五
号
様

式
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
第
五
号
様
式
」

を
「
第
六
号
様
式
」
に
、「
第
六
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と

し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
法
人
が
提
出
す
る
前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
二
項
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
第
五
号
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
第
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
行
商
等
を
し
た
者

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

四



山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

五

第１号様式（第８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

六

第２号様式（第８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

七

第３号様式（第８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

八

第４号様式（第９条関係）



第
六
号
様
式
を
第
七
号
様
式
と
し
、
第
五
号
様
を
第
六
号
様
式
と
し
、
第
四
号
様
式
の
次
に
次
の
一

様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

九



山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

一
〇

第５号様式（第９条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

一
一

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
企
業
局
庁
舎
等
管
理
規
程
第
八
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一

項
の
規
定
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
行
商
等
の
許
可
申
請
及
び
一
時
使
用
等
の

許
可
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
わ
れ
た
行
商
等
の
許
可
申
請
及
び
一
時
使
用
等
の
許
可

申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
小
　
　
林
　
　
勝
　
　
己

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
営
電
気
事
業
保
安
規
程
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「

「

第
五
条
第
二
項
の
表
電
気
主
任
技
術
者
の
項
中
●
●
発
電
総
合
制
御
所
所
管
電
気
工
作
物
●
●
を

」

「

「

発
電
総
合
制
御
所
所
管
電
気
工
作
物
●
●
●
●
●
●
笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
管

に
、

を

塩
川
第
二
発
電
所
ダ
ム
水
路
工
作
物
　
　
　
　
　
　
電
気
工
作
物

」

」

笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
管

電
気
工
作
物

に
改
め
、
同
表
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
の
項
中
「
発
電
総

若
彦
ト
ン
ネ
ル
湧
水
発
電
所
ダ
ム
水

路
工
作
物

」

合
制
御
所
所
管
ダ
ム
水
路
工
作
物
」
の
下
に
「（
塩
川
第
二
発
電
所
ダ
ム
水
路
工
作
物
を
除
く
。）」
を
、

「
笛
吹
川
水
系
発
電
管
理
事
務
所
所
管
ダ
ム
水
路
工
作
物
」
の
下
に
「（
若
彦
ト
ン
ネ
ル
湧
水
発
電
所
ダ

ム
水
路
工
作
物
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
二
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

一
二


